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後
期
基
本
計
画
の
概
要

第１章「自然と調和した快適なまちづくり」の体系と主な数値目標 策
定
の
視
点

▼ 

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
バ
ラ
ン   

ス
の
あ
る
土
地
利
用
の
展
開

　
北
西
部
の
筑
波
山
系
の
丘
陵
地
を

持
つ
千
代
田
地
域
、
小
河
川
に
よ
っ

て
刻
ま
れ
た
起
伏
の
あ
る
緩
や
か
な

台
地
や
湖
岸
の
低
地
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
霞
ヶ
浦
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
持
つ
役
割
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
た

バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

▼ 

一
体
的
な
都
市
構
造
の
構
築
に
向

け
た
Ｊ
Ｒ
神
立
駅
周
辺
整
備

　
千
代
田
地
域
と
霞
ヶ
浦
地
域
が
接

し
て
い
る
箇
所
は
わ
ず
か
で
、
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
Ｊ
Ｒ
神
立
駅
周
辺
を
中
心

と
し
た
拠
点
的
土
地
利
用
を
行
い
、

市
内
各
所
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
の
検
討
を
進
め
、
一
体
的
な

都
市
構
造
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

▼ 

本
市
の
特
徴
で
あ
る
自
然
環
境
の

保
全
・
育
成

　
首
都
に
も
近
い
非
常
に
恵
ま
れ

た
交
通
立
地
条
件
を
持
ち
な
が
ら

も「
豊
か
な
自
然
環
境
」と
い
う
部
分

が
本
市
の
特
徴
で
す
。
筑
波
山
系
と

霞
ヶ
浦
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
環
境

と
そ
れ
に
育
ま
れ
た
暮
ら
し
の
営
み

を
宝
物
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て

保
全
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

環
境
と
共
生
す
る
循
環
型
社
会
を

目
指
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

の
創
造

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
の
新

○ 

市
民
の
生
活
圏
に
対
応
す
る
た

め
、
広
域
的
な
視
点
で
道
路
体
系

を
確
立

○ 

主
要
な
施
設
や
地
域
間
の
連
絡
を

円
滑
に
す
る
幹
線
道
路
を
、
計
画

的
に
整
備

○ 

歩
行
者
な
ど
の
安
全
性
や
快
適

性
を
向
上
さ
せ
、
安
心
し
て
通
行

で
き
る
道
路
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
道
路

整
備

○ 

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
試
行
結
果
を
踏
ま
え
、
身
近
に

利
用
で
き
る
公
共
交
通
を
充
実

○ 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
安
全
な
水

を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
に
給
水

施
設
の
整
備
充
実

○  

災
害
や
事
故
な
ど
に
備
え
、
水
源

や
配
水
系
統
び
接
続
に
よ
り
、
給

水
の
安
定
性
を
向
上

○ 

水
供
給
の
非
常
時
対
応
の
管
理
体

制
を
強
化

○ 

火
葬
場
の
利
用
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
効
率
的
な
運
営
を
促
進
。

ま
た
、
新
斎
場（
石
岡
地
方
斎
場

組
合
）の
建
設
を
推
進

○ 

市
民
の
健
康
へ
の
影
響
を
防
ぐ
た

め
、
放
射
線
量
の
測
定
な
ど
を
継

続
○ 

消
防
団
施
設
の
合
理
化
や
消
防
団

員
の
確
保

○ 

消
防
の
広
域
化
と
消
防
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
、
消
防
指
令
業
務

の
共
同
化
を
推
進

○ 
救
命
救
急
に
関
す
る
隊
員
教
育
を

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
規

格
救
急
自
動
車
の
更
新
や
救
急
救

命
士
の
育
成
を
計
画
的
に
推
進

○ 

防
災
体
制
の
指
針
と
な
る
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、

防
災
力
の
強
化
を
推
進

○ 

災
害
発
生
時
、
市
内
全
域
に
迅
速

に
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
、
防

災
行
政
無
線
の
充
実
や
新
た
な
伝

達
手
段
を
検
討

○ 

土
砂
災
害
、
水
害
時
の
浸
水
情
報
、

避
難
情
報
な
ど
の
防
災
情
報
を
提

供
し
、
市
民
に
対
し
て
防
災
へ
の

理
解
と
意
識
の
高
揚
を
促
進

○ 

災
害
協
定
締
結
団
体
と
の
連
携
を

強
化
し
、
災
害
時
の
応
援
援
助
の

内
容
の
見
直
し
と
充
実

○ 

災
害
の
際
に
応
援
や
援
助
を
し
て

く
れ
る
協
力
者
と
の
災
害
協
定
の

締
結
を
推
進

○ 

Ｊ
Ｒ
神
立
駅
周
辺
整
備
の
進
捗
状

況
を
考
慮
し
、
都
市
計
画
道
路
神

立
停
車
場
線
の
整
備
を
推
進

○ 

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た

め
、
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
を
推
進

指標
実績値 目標値

指標の考え方
H22
年度末

H28
年度

市街化区域内住宅
化率（％） 61 65

基礎調査における宅地化率が
低いことから宅地化率向上を目
標とする。

都市計画道路の整
備進歩率（％） 45 60

都市計画道路（神立停車場線）の
全線整備に向け整備率を目標と
する。

生活道路の改良延
長（ｍ） 353,168 356,000

市民生活を支える生活道路の
快適性、安全性の向上を目的と
し、生活道路の改良を進める。

市が運営する公共
交通１日当たりの
利用者数（人）

58 85 市が運営する公共交通の乗降
客数の増加を図る。

上水道有収率（％） 88.0 90.0

配水管の更新、漏水調査および
漏水修理を行うことにより、水
道事業経営指標（21年度）全国
平均値 90％を目標とする。

水道普及率（％） 93.3 95.0
水道配水管の新設および増口
径化により、給水人口の増加を
図る。

公共下水道整備率
（％） 83.19 84.72 累加整備面積／事業許可面積

（農業集落排水は100％）

汚水処理人口普及率
（％） 83.31 83.95

（下水道処理人口＋農業集落排
水処理人口＋合併浄化槽処理
人口）／行政人口×100

市民一人当たりの
公園面積（㎡ /人） 8.3 8.5 市民の憩いの場として、公園面

積の拡大に努める。
市公共施設から発
生する二酸化炭
素年間排出量（ｔ/
年）

3,660 3,000
電気、ガス、燃料使用量を二酸
化炭素排出量に換算した数値
（小中学校などを含む）

霞ヶ浦清掃大作戦
年間参加者人数
（人 /年）

11,541 12,500
霞ヶ浦周辺市町村が実施する清
掃大作戦の参加者数を増加す
る。

主要河川BOD値の
改善達成割合（％） 84.6 100

市内の９河川13定点でのBOD
の国基準値 2.0mg/l 以下の達成
割合

年間立ち入り検
査、指導件数（件 /
年）

43 50
公害苦情に対する発生源の究
明、原因者への指導、再発防止
策などの年間対応件数

市民一人１日当た
りのごみの排出量
（g/日）

945 900 県のごみ処理計画の目標値
949gと市の実績を踏まえ設定

ごみのリサイクル
率（％） 12 15 県のごみ処理計画の目標値

23％と市の実績を踏まえ設定
消防水利の設置数
（箇所） 1,532 1,568 年間６か所の設置を目標に設置

した数値
救急救命士の数
（人） 15 24 ３台の救急車を高度利用するた

めの救急救命士の養成目標。

救急講習受講者累
計人数（人） 1,733 5,000

消防本部が行う救命講習会の
受講人数年間 540 人を目標と
する。

防災訓練参加者人
数（人） 600 4,000

実績値は単年度、目標値は 24
～ 28 年度の合計。単年度 800
人を目標値に設定。

防災無線の故障件
数（件） 2 0 定期点検の着実な実施により故

障を防ぎ、災害に備える。

災害協定の締結数
（団体） 5 20

災害時の応急対応を着実に進
めるため、企業や協力団体との
災害協定を推進する。

交通死亡事故件数
（件 /年） 7 0 市内で発生した死亡事故件数０

件を目指す。

防犯灯の設置補助
（灯） 60 300

行政区が設置する防犯灯の数
（実績値は単年度、目標値は24
～ 28年度の合計）

第１節　適正な土地利用の推進

第２節　交通基盤の充実

第３節　快適な住環境の整備

第４節　循環型社会の形成

第５節　防犯・防災機能の充実

１．計画的な土地利用の推進

［１］土地利用

２．都市計画の推進
３．中心市街地の整備
４．地域の特性を生かした景観保全

１．広域的な道路体系の確立
２．幹線道路の整備
３．生活に身近な道路の整備
４．公共交通の充実

［１］道路・交通

１．公園・緑地の整備

［１］上水道

１．安全な河川の整備
２．親水性を高めた水辺環境の整備

１．下水道の整備

［４］公園・緑地

［２］下水道
２．水道事業の健全化
１．上水道の整備

［３］河川

［２］廃棄物処理

［１］環境保全・公害

２．環境美化の推進
１．環境保全

４．公害の防止
３．水質浄化の推進

１．ごみ、し尿処理の改善

［１］消防・救急

２．救急体制の充実
１．消防力の強化

［２］防災

［３］交通安全・防犯
３．応援体制の整備
２．防災情報体制の整備

２．防犯対策の強化

１．防災対策・体制の充実

１．交通安全対策の充実

２．リサイクルの推進

 

シ
リ
ー
ズ
第
２
回

第１章

後
期
基
本
計
画
の
全
文
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
↓
行
政
↓
ま
ち
づ
く
り
計
画

た
な
環
境
づ
く
り
へ
の
取
組
み
を
支

援
し
、
環
境
と
共
生
す
る
循
環
型
社

会
の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
霞
ヶ
浦
を
有
す

る
自
治
体
と
し
て
、
水
質
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

△霞ヶ浦と筑波山系からなる自然景観

△ＪＲ神立駅周辺は市街地の整備を推進

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

あ
ん
し
ん
感
Ｕ
Ｐ

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

ブ
ラ
ン
ド
力
Ｕ
Ｐ

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問企画課☎内線1563


